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事業者からの活動状況報告

(4)現状の利用者様の状況・説明

定期巡回・随時対応型訪問介護看護　青山ケアセンター藤井寺　運営推進会議議事録

日時　　　　　　令和3年　10月　19日　(火）　　　10　時 00 分　　～　　11時  00分

場所　　　　　　　　　　　青山ケアセンター藤井寺　

①運営報告

（2）平均介護度：  2.83　　　　　平均年齢：　　85.9歳

（3）ケース内容：起床・就寝介助、排泄、入浴、食事、服薬、デイ送り出し・迎え入れ、安否確認 等

活動状況報告に対する評価

（1）現在の居住別利用者数：有料老人ホーム　25名　在宅  3名　合計　28名　　　男女比　　1　　:
3

②市民および他事業者様からの問い合わせ状況

次回　推進会議 　令和4年４月19日予定

問い合わせはありませんでした

当該サービスを利用されている事例2件を紹介いたします
◎Ｍ・Ｍ様　89歳女性　介護４
令和3年8月に有料老人ホームに入居されました。脳梗塞の後遺症で呂律困難がありましたが、意
思疎通はしっかりとれる方です。日常のあらゆる場面で軽介助が必要なため入居と同時に当該
サービスを導入されました。定期訪問以外に、排便の際などに随時訪問があるので安心して生活
が送れるとご本人、ご家族様ともに喜んで下さっています。また入居前からリハビリに意欲的に取り
組まれていましたので理学療法士の協力を得て目標を一か月単位で定めています。看護師は月
1回の定期訪問で体調管理しています。サービス導入後体調は安定しておられます
◎O・H様　84歳女性　介護２
訪問介護をご利用でしたが、排泄の時間が定まらず気分のムラがあり放尿などもみられました。今
年9月より当該サービスの提案をさせて頂き、起床就寝介助、排泄、服薬、入浴等、一日に頻回に
訪問するようになり、放尿も改善が見られます。月1回の訪問看護で体調管理していますが特変な
どなく　穏やかに過ごされています。
・今年はコロナ禍で外出の機会が激減し、ご利用者様の生活も様変わりしました。　体調の変化に
早く対応できるよう看護師と密に連携をとり、また随時訪問対応が出来ることにより迅速な対応が
出来たかと思います。理学療法士の助言をもらい利用者様のADL,IADLの向上にも着目した目標
をたて支援していきたい所存です


